
第７回 フィールド科学シンポジウム 

「ＦＣ、海を渡る」 
 

FC シンポジウムも今年で７回目となりましたが、今年度は海外交流を取り上げることにしま

した。FC ではどちらかというと地域に密着したローカルな仕事が多いのですが、近年グローバ

リゼーションの波が食や環境にも押し寄せ、海外交流プロジェクトも多くなってきています。

また学生についても海外交流体験の場が多くなってきました。中には個人で長期間、様々な国

を巡って来る学生も出てきました。今回は、学生の海外交流体験も交えて FC や FC 関連教員に

よる海外交流事業について紹介致します。専門家の方達のほか、若い学生さん達にも是非聞い

ていただき、広く世界に目を向けてほしいと考えています。 

                             センター長 三沢眞一 

 

日時：平成２２年１２月２１日（火） １３:００～１６:００ 
場所：新潟大学五十嵐キャンパス 自然科学研究科 管理共通棟２階 大会議室 
主催：新潟大学農学部附属フィールド科学教育研究センター 
 

次 第 
１３:００ 開会挨拶：新潟大学農学部長 大山 卓爾 教授 
 
１３:０５「世界見聞実学録 

～大学生が休学して２７カ国を旅した汗と笑いと煩悩の記録～」  
新潟大学農学部 農業生産科学科 ４年 藤掛 知英美 

                                  
１３:５０「諸外国の有機農業事情、トルコ・韓国・中国・東南アジアを中心として」 

新潟大学大学院技術経営研究科（農学部）  野中 昌法 教授 
 

（休 憩 １０分）１４：３５～１４：４５ 
 

１４:４５ 「ミシシッピー川下流域の湿地林生態調査 
～ハリケーン・カトリーナ被害跡地の外来種侵入～」 
新潟大学農学部（附属フィールド科学教育研究センター） 崎尾 均 教授       

 
１５:１０「プトラ大学における学生国際シンポジウムに参加して」 

新潟大学農学部 生産環境科学科 ４年 高橋 もなみ 
       
１５:３０「JICA 草の根技術協力事業～中国黒龍江省順利村資源循環技術協力～」 
       新潟大学農学部（附属フィールド科学教育研究センター）高橋 能彦 教授 
 
１６:００ 閉会挨拶：新潟大学農学部附属フィールド科学教育研究センター長 

                                      三沢 眞一 教授 
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お問い合せ 〒950-2181 新潟市西区五十嵐２の町８０５０番地 TEL:025-262-6672 
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